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元
気
で
す
。
北
部
コ
ミ
セ
ン 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
は
元
気
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。 

 

天
井
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
す
っ
か
り
明
る
く
な
っ
た

大
集
会
室
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
利
用
が
活
発
で
、

毎
日
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
若
者
や
、
週
２
回
集
ま
る

グ
ル
ー
プ
、
盛
岡
市
か
ら
や
っ
て
く
る
家
族
な
ど
が
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
よ
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
も
賑
や
か

で
す
。
小
学
生
か
ら

中
学
生
ま
で
の
元

気
な
声
が
響
き
わ

た
り
ま
す
。
コ
ミ
セ

ン
通
信
８
月
号
で

紹
介
し
た
、
中
学
生

の
山
﨑
く
ん
は
、
熱

心
に
や
っ
て
き
て

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

シ
ャ
ト
ル
を
追
い

ま
す
。
時
に
は
仲
間

が
合
流
し
て
こ
ち
ら
も
賑
や
か
で
す
。
週
１
回
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
楽
し
む
女
性
グ
ル
ー
プ
も
い
ま
す
。
毎
週
金

曜
日
の
夜
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
汗
を
流
す
グ

ル
ー
プ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
卓
球
の
練
習
に
励
む
中
学

生
グ
ル
ー
プ
の
姿
は
見
て
い
て
ほ
ほ
え
ま
し
く
な
り

ま
す
。 

 

研
修
室
で
は
先
日
近
く
の
会
社
の
社
員
研
修
が
行

わ
れ
、
数
日
間
に
わ
た
り
熱
心
に
受
講
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
毎
週
木
曜
日
は
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
の

自
主
事
業
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
が
開
か
れ
ま
す
。
作

品
作
り
に
真
剣
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、
お
し
ゃ
べ
り

や
笑
い
声
で
賑
や
か
で
す
。
作
品
は
ロ
ビ
ー
や
研
修
室

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

毎
週
火
曜
日
の
研
修
室
は
、
北
の
湯
休
憩
室
と
な
り

「
カ
ラ
オ
ケ
広
場
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

人
数
は
少
な
い
も
の
の
伸
び
や
か
な
歌
声
が
響
き
わ

た
り
ま
す
。 

 

談
話
室
は
週
２
回
、
日
本
舞
踊
で
利
用
す
る
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
、
熱
心
に
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
か
ら
繰
り
返
し
流
れ
る
演
歌
は
事
務
室
に

も
流
れ
て
き
て
覚
え
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
「
親
子
サ
ロ
ン
」
も
開
催
さ
れ
、
幼
児

と
連
れ
立
っ
た
若
い
お
母
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
週
２
回
の
北
の
湯
も

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
風
呂
に
入
っ
た
後
の
ロ
ビ
ー
で

の
お
し
ゃ
べ
り
は
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う

で
笑
顔
笑
顔
で
す
。
北
部
コ
ミ
セ
ン
、
元
気
で
す
。 

「
親
子
サ
ロ
ン
」 

感
染
防
止
対
策
で
一
時
お
休
み
し
て
い
た
北
部
地

区
「
親
子
サ
ロ
ン
」
も
、
再
開
し
て
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
お
喋
り
の
輪

の
中
か
ら
、
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
や
仲
間
を
見
つ
け
て
も

ら
お
う
と
い
う
、
滝
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
親
子
サ
ロ
ン
」
が
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
の
談
話
室
で
月

2
回
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

毎
回
数
組
の
親
子
が
や
っ
て
き
て
、
お
も
ち
ゃ
に
夢

中
の
子
供
た
ち
の
か
た
わ
ら
で
親
同
士
や
経
験
豊
か

な
ス
タ
ッ
フ
と
の
間
で
子
育
て
の
話
が
弾
ん
で
い
ま

す
。
時
に
は
お
や
つ
作
り

な
ど
に
も
挑
戦
で
す
。 

 

継
続
す
る
中
で
新
し

く
参
加
す
る
親
子
も
増

え
て
き
て
、
北
部
地
区
に

も
親
子
サ
ロ
ン
が
浸
透

し
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。 

 

◇
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日 

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

◇
お
問
い
合
せ
は
滝
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で 

☎
６
８
４‐

１
１
１
０ 

 
北
部
コ
ミ
セ
ン
通
信 

ロ
ビ
ー
に
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
作

品
を
展
示 
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〇
月
〇
日 

晴
れ 

 

二
十
四
節
季
の
ひ
と
つ
「
立
冬
」
を
迎
え
暦
の
上
で

は
冬
と
な
っ
た
が
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
の
周
り
は
晩
秋
と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。 

 

岩
手
山
の
雪
は
ふ
も
と
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て
、
桜

の
葉
は
落
ち
た
が
、
正
門
横
の
生
垣
は
鮮
や
か
な
赤
に

彩
ら
れ
、
中
学
校
と
の
間
に
植
え
ら
れ
た
紅
葉
も
ま
だ

ま
だ
綺
麗
だ
。 

 

今
月
に
入
り
北
部
コ
ミ
セ
ン
の
使
用
料
は
、
冬
季
割

増
料
金
が
加
算
さ
れ
て
い
る
。
夏
季
の
約
1.5
倍
の
料
金

を
い
た
だ
い
て
い
る
。 

 

そ
の
分
少
し
で
も
暖
か

く
快
適
に
利
用
者
を
迎
え

た
い
。
大
集
会
室
に
入
っ
て

す
ぐ
の
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
は

先
月
新
し
い
も
の
に
替
え

て
快
調
だ
。 

 

ト
イ
レ
の
暖
房
は
、
壁
に

据
え
付
け
ら
れ
た
古
い
電

気
ヒ
ー
タ
ー
を
や
め
、
今
シ

ー
ズ
ン
か
ら
パ
ネ
ル
ヒ
ー

タ
ー
を
設
置
し
た
。
室
温
と

同
時
に
電
気
料
が
ど
う
な

る
か
注
目
し
た
い
。（
塩
田
） 

北
部
写
真
愛
好
家
サ
ロ
ン
撮
影
会 

 

北
部
コ
ミ
セ
ン
の
自
主
事
業
「
北
部
写
真
愛
好
家
サ

ロ
ン
」
は
月
に
一
度
の
例
会
で
カ
メ
ラ
の
機
能
や
、
写

真
の
構
図
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
県
内
各
地

に
撮
影
会
で
出
か
け
ま
す
。
今
年
度
３
回
目
の
撮
影
会

は
北
上
市
の
如
意
輪
寺
。
境
内
に
２
万
本
の
彼
岸
花
が

咲
く
お
寺
で
す
。 

 
 

撮
影 

細
田
久
男
さ
ん
（
上
郷
） 

                   

                           

北
コ
ミ
日
記 

北の湯開設日    ★健康相談日 

１１月１５日（火） ★１１月１８日（金） 

１１月２２日（火） ★１１月２５日（金）

１１月２９日（火） ★１２月 ２日（金） 

１２月 ６日（火） ★１２月 ９日（金） 

１２月１３日（火）  ★１２月１６日（金） 

 

北部コミセンギャラリー 

北の湯利用者の斉藤桃江さん（柳
沢）の作品を展示中です。 

介護予防施設 
毎週火・金曜日 午後１時～5時 

  無料 概ね６５歳以上の滝沢市民対象 

 

（ＮＨＫラジオ 関西発ラジオ深夜便） 

第１・２・３金曜日 ２３：０５～ 

 

☆お隣の庭の木の葉が家に来る 
☆お見舞いに行けば俺より元気です 

 
ぼやき川柳  

 


